
平成 28年度事業報告書
(平成 28年 4月 1日から平成 29年 3月 31日まで) 

公益財団法人成羽町美術振興財団

平成 28年度は、写真史に巨歩を記した写真家 土門拳の写真展で幕を開け、夏には館所蔵の作

品を中心にした展覧会、秋の企画展では現代美術家として今 最も注目を集めている草間彌生展を

開催した。それぞれの展覧会がジャンルの愛好家から好評を得たが、特に草間彌生展では会期

中にご本人が文化勲章を受章され、この展覧会での入館者 18,424人という歴代 2位の多の入
館者となった。お蔭で年度の入館者総も 28,445人となり成羽美術館の知名度を大いに高めた。
また今年度の記念すべき事業として、児島虎次郎が交した中国最後の文人 呉昌碩との縁をも

とに、安吉縣の呉昌碩紀念館と友好館締結の調印式が行われた。今後の両館の交に期待が寄せ

られるとともに新しい美術館の一ページが開かれた。

研究普及面では、進められていた館所蔵の児島虎次郎の絵画作品を中心とした所蔵品カタログ

の製作が完し研究資料の更なる充を図ることができた。

定款第４条第１項第１号、第２号事業

１．展覧会事業

①「写真家 土門拳の古寺巡礼」

会 期 平成 28年 4月 16日(土)～6月 26日(日) 
会 場 高梁市成羽美術館 2階絵画展示室、1階絵画展示室、オリエント展示室
主 催 高梁市成羽美術館

特別力 公益財団法人土門拳記念館

内 容 日本の写真史に巨歩を記した土門拳。その中でもライフワークとなった「古寺

巡礼」から、代表作「室生寺弥勒 釈迦如来坐像右半面相」「室生寺雪の五

重塔全景」などを展示した。仏像の細部をクローズアップした写真に感銘を受

けたとの声が多く、また本展を観覧するために初めて来館した方や、写真を趣

味とする 60～70代の来館者が多あった。
出品総 170点
観 覧 料 一般 800円、高校・大学生 600円、・中学生 300円
入 場 者 6,407名＊

（＊印の利用者は、常設展など同時開催の他展の入場者と重複している。）

②「夏休み！成羽美術館物語」

会 期 平成 28年 7月 9日(土)～8月 28日(日) 
会 場 高梁市成羽美術館 2階絵画展示室、化石展示室、オリエント展示室
主 催 高梁市成羽美術館

内 容 当館所蔵品を主として「モネと虎次郎の物語」「古代エジプト物語」「成羽化

石物語」の三つのテーマで、成羽美術館の魅力を発信した。児島虎次郎が描い



た≪睡蓮≫3 点の初公開やヨーロッパ周遊の画帳の特別展示、エジプトコレク
ションをモチーフとした岡山県立大学生との共同オリジナルグッズ開発、化石

の専門家を招いたワークショップの開催など、作品を見るだけではない美術館

の楽しみ方を提案する多彩なメニューを用意した。美術・考古学・然科学の

分野を網羅する当館の特徴を伝える好機となった。

出品総 297点（児島虎次郎絵画 58点、エジプトコレクション 115点、化石 124点）
観 覧 料 一般 500円、高校・大学生 300円、・中学生 200円
入 場 者 1,762名＊

③「無限の網 草間彌生の世界」

会 期 平成 28年 9月 10日(土)～11月 27日(日) 
会 場 高梁市成羽美術館 2階絵画展示室、1階絵画展示室、ロビー
主 催 高梁市成羽美術館

特別力 フォーエバー現代美術館

内 容 国民的画家、「水玉の女王」として親しまれ、日本を代表する現代美術家とし

て活躍している草間彌生(1929～)の渡米前のない貴重な油彩や水彩・パス
テルと帰国後の代表的な油彩、アクリル、コラージュ、彫刻に版画を加えた 140
点を展観した。元来著名作家であったことに加え、会期中に草間の文化勲章受

章が発表されたことで大きな反響があった。幼児から高齢者(草間と同世代の
80 代)、遠来の観が多かったことも現代美術が幅い世代と地域に反響を呼
ぶ大きな可能性を持つソフトであるという感につながった。

出品総 140点
観 覧 料 一般 1000円、高校・大学生・65歳以上 700円、・中学生 400円
入 場 者 18,424名＊

④常設展

児島虎次郎展示室 児島虎次郎の画業を紹介。

作品の貸出状況や企画展に合わせて展示替えを施。

1階絵画展示室 『児島虎次郎とその周辺』

『土の画家たち』

オリエント展示室 『児島虎次郎エジプトコレクション』

化石展示室 『成羽の化石 植物化石を中心に』

２．所蔵品カタログ制作事業

『高梁市成羽美術館所蔵品選 児島虎次郎』

平成 26年度より、児島虎次郎絵画作品、児島と交のあった近代の画家、甥の彫刻家 児

島矩一作品を収録した館蔵品カタログ制作に着しており、平成 28年 5月に完成した。



３．児島画伯の画業顕彰事業

①児島虎次郎を偲ぶ絵画展

市内 15学校、7中学校から 1,285点の出品があった。平成 28年 12月 11日(日)に審
査を行い、展示作品 234 点、学年から 1 点の児島賞と渡辺賞をそれぞれ 9 点、佳作 48
点を選び、平成 29年 1月 12日(木)に表彰式を挙行した。児島賞、渡辺賞受賞作品は当館
で保管し、受賞者には写真（キャビネ版）に仕上げ贈った。

なお作品展示は平成 29年 1月 7日(土)から 2月 5日(日)まで多目的展示室において行っ
た。その後 2月 22日(水)から 3月 6日(月)まで、児島賞、渡辺賞作品 18点を備中地域局
で巡回展示した。

関連行事 審査員による講評会 1月 12日(木) 講 森下修三氏

入 場 者 637名＊

４．調査研究事業

①児島虎次郎画業・作品及び関係作家・展覧会の調査研究

・中国・安吉縣 呉昌碩紀念館との友好館締結（6月）
・児島作品及び関係作品展覧会視察、調査（4・5・7・8・10・12月）
・児島作品寄贈に関して

②児島収集所蔵品整理研究

・オリエント所蔵品カタログ制作に関する準備（古代オリエント博物館に力頼）

③所蔵化石の整理研究

・寄贈アンモナイト化石の展示のための調査

④次年度以降企画展に関する調査

・平成 29年度相田みつを展調査、打ち合わせ（10・12月）
・平成 29年度化石展調査、打ち合わせ（12月）
・平成 29年度秋企画展調査、打ち合わせ（10・12・2月）
・平成 30年以降企画展のための視察等（10・12・2月）

⑤研究会、研修活動

・全国美術館会議総会・規模館研究部会会合出（5月福岡、12月岩）
・美術館連絡議会総会出（10月東京）
・岡山県博物館議会研修会参加（1月岡山）
・公益法人情報交換会参加（7月岡山）

⑥所蔵品修復と所蔵品貸出

所�蔵�品�の�修�復�［�99点�］	
・児島虎次郎作品≪大阪の川≫≪男の裸像(1)≫≪ガン美術学校の教室≫

≪道頓≫≪奈良公園≫≪木こりの老人≫≪中国の女≫

・井上啓次作品 ≪風景≫≪海（霧の海）≫



所�蔵�品�貸
出�

・児島虎次郎≪登校≫≪来紅と子≫

展覧会名 「こどもとファッション」展

貸出期間 平成 28年 2月 9日～平成 28年 9月 15日
会 場 島根県立石見美術館（平成 28年 2月 27日～4月 11日）

神戸ファッション美術館（平成 28年 4月 23日～6月 5日）
東京庭園美術館（平成 28年 7月 16日～8月 31日）

５．美術教育普及事業

①土門拳展 展示解説

開催日 4月 16日(土) 
講  池田真魚氏（公益財団法人土門拳記念館館長）

参加者 約 40名
②土門拳展 ギャラリートーク・サイン会

開催日 5月 14日(土) 
講  藤森武氏（写真家／土門拳記念館理事・学芸員）

参加者 約 60名
③土門拳展 記念講演会「土門の撮影助・藤森武が語る『土門拳と古寺巡礼』」

開催日 5月 14日(土) 
講  藤森武氏

参加者 57名
④土門拳展 専門家に学ぶレクチャー「岡山県下の古寺と仏像」

開催日 6月 4日(土) 
講  中田利枝子氏（岡山県立美術館学芸課長）

参加者 約 55名
⑤成羽美術館物語 ミュージアムグッズ発売記念イベント（グッズ発表とトーク）

開催日 7月 16日(土) 
案内役 須藤寛史氏（岡山市立オリエント美術館学芸員）

岡山県立大学デザイン学部生

参加者 42名
⑥成羽美術館物語 ワークショップ「モネに挑戦―僕たちの睡蓮を描こう！」

開催日 7月 24日(日) 
講  倉敷芸術科学大学 近藤千晶氏と学生 8名
参加者 11名

⑦成羽美術館物語 ワークショップ「君も化石博士！枝の不整合―謎解きの半世紀の物語」

開催日 8月 11日(木・祝) 
講  大野照文氏（三重県総合博物館みえむ館長）

参加者 33名



⑧成羽美術館物語 ワークショップ「夏講座―見て、さわって、なんだろう!?」
開催日 8月 20日(土) 
講  惣路紀通氏（笠岡市立カブトガニ博物館館長）

参加者 24名
⑨草間彌生展 記念講演会

開催日 9月 24日(土) 
講  秋元雄史氏（東京藝術大学大学美術館館長・金沢 21世紀美術館館長）
参加者 約 70名

⑩草間彌生展 ワークショップ「水玉サンデー」

開催日 10月 30日(日) 
参加者 1,123名（10月 30日以前の準備段階の参加者を含む）

⑪他館との交

「こどもひかりプロジェクトミュージアムユース交会

～大学生×ミュージアムの可能性を考える」

開催日 11月 5日(土) 
会 場 京国立博物館

参加者 東北地方大学生と京博文化財ソムリエ（大学院生）の交会 30名
岡山県立大学グッズプロジェクトについて講演（渡辺）

「2016ひとはく KIDSサンデー」
開催日 11月 6日(日)
主 催 こどもひかりプロジェクト  力 兵庫県立人と然の博物館

内 容 見て触れる成羽化石の紹介ブースを大学生と同運営

参加者 300名
⑫地域の学校教育への力

企画展見学 落合学校 72名 5月 13日
企画展見学 高梁城高校 32名 5月 24日
企画展見学 宇治高校 24名 5月 27日
企画展見学 高梁城高校 10名 6月 4日
児島虎次郎学習 成羽中学校 13名 7月 14日
企画展見学 福地学校 13名 10月 14日
企画展見学・ワークショップ参加 成美保育園 30名

鶴鳴保育園 121名 10月 21日
企画展見学 成羽学校 35名 11月 18日
児島虎次郎学習 成羽中学校 2名

成羽学校 2名 12月 8日
高梁観光 PR動画コンテスト応募作品撮影 高梁北中学校 3名 1月 21日

〇�古代�エ�ジ�プ�ト�物�語� 岡山県立大学の力による

岡山県立大学デザイン学部テキスタイルコースの学生 12名が、エジプトコレクションをモ
チーフにしたグッズを開発し、ショップで販売した。（販売期間 7月 16日～8月 28日）



定款第４条第１項第３号事業

１．グループ活動作品展（場所 多目的展示室）

①水墨画教室作品展

会 期 平成 28年 7月 21日(木)～7月 31日(日) 
出品点 88点（18名）
入 場 者 362名＊

②なりわ工芸品同好会作品展

会 期 平成 28年 8月 17日(水)～8月 28日(日) 
出品点 98点（11名）
入 場 者 471名＊
※8月 21日(日)に学生対象のワークショップを開催（午前・午後の 2回）

③吹屋ベンガラ焼「炎の会」作陶展

会 期 平成 29年 2月 15日(水)～2月 26日(日) 
出品点 約 190点（23名）
入 場 者 227名＊

④習字グループ作品展

会 期 平成 29年 3月 1日(水)～3月 12日(日) 
出品点 28点（8名）
入 場 者 139名＊

⑤絵画グループ「ブロッサム」作品展

会 期 平成 29年 3月 15日(水)～3月 26日(日) 
出品点 42点（14名）
入 場 者 328名＊

２．情報収集活動

・他館展示企画参加による情報収集、調査（3月）

３．報啓発活動

①機関紙の発行

「高梁市成羽美術館だより」33号 1,000部発行し、関係機関に配布。
②特別展、企画展ごとにポスター、チラシを配布し、周知を図った。

③市報への寄稿

④テレビ・ラジオでの放送、新聞連載、雑誌記事原稿提

定款第４条第１項第４号事業

１．施設管理事業

①高圧受電設備更新、電話機取替、外池減水調査及び修繕（高梁市）

②施設・設備修繕計画に向けて高梁市との打合せ、調査（照明、空調、池等）

③空調機、昇降機、動、化槽、消防設備、電気関係定期点検



④「成羽美術館の環境を守る会」活動

・平成 28年 6月 8日(水) 総会 参加者 19名
・平成 28年 7月 2日(土) 植栽剪定、雑草・藻除去 参加者 52名
・平成 28年 9月 3日(土) 植栽剪定、雑草・藻除去 参加者 47名

定款第４条第１項第５号事業

１．ショップ・喫茶運営

特別展・企画展会期中、作品の関連グッズや、関係書籍を仕入れ販売した。喫茶では利用者

状況に合わせ、ドリンク・軽食メニューを提した。



事業報告の附属明細書

１．役員等に関する事項 平成 29年 3月 31日現在
役職名 氏 名 就任年月日 備 考

理事長 児嶋塊太郎 平成 28年 5月 22日 陶芸家、倉敷芸術科学大学副学長

副理事長 渡邉酵造 平成 28年 5月 22日 学識経験者

常務理事 澤原一志 平成 28年 5月 22日 学識経験者

理事 大原謙一郎 平成 28年 5月 22日 (公財)大原美術館名誉理事長
理事 谷一 尚 平成 28年 5月 22日 (一財)林原美術館館長
理事 柳井 新 平成 28年 5月 22日 学識経験者

理事 伊藤謙介 平成 28年 5月 22日 京セラ(株)元代表取締役会長
監事 森下修三 平成 28年 5月 22日 洋画家、元中学校長

監事 渡邉俊雄 平成 28年 5月 22日 前備北商工会事務局長、元成羽病院事務長

評議員 下西之 平成 28年 5月 22日 高梁市文化連盟会長

評議員 官尾雅彦 平成 28年 5月 22日 元高梁市教育委員長

評議員 大原秀行 平成 28年 5月 22日 絵画修復家、吉備国際大学教授

評議員 森山知己 平成 28年 5月 22日 日本画家

評議員 石井 保 平成 28年 5月 24日 元高梁市教育委員会教育長

評議員 藤岡 孝 平成 28年 5月 27日 高梁商工会議所会頭

評議員 三宅亮三 平成 28年 5月 31日 学識経験者

２．職員に関する事項 平成 29年 3月 31日現在
職 名 氏 名 採用年月日 事務分掌 備 考

常務理事 澤原一志 平成 15年 5月 31日 総括・渉外 館長

副館長・

学芸員
渡辺浩美 平成 5年 4月 1日 館長代行

学芸係
市教育委員会主査出向

主事 平松朋子 平成 23年 4月 1日 庶務係

主事 吉尾梨加 平成 28年 4月 1日 学芸・庶務

時職員 田陽子 平成 19年 4月 1日 販売担当



３．役員会などに関する事項（平成 28年 4月 1日～平成 29年 3月 31日）
（１）理事会

開催年月日 議事事項 会議の結果

平成 28年 5月 7日
（書面による）

第 1号議題 平成 27年度事業報告・計算書類の承認
第 2号議題 平成 28年度第 1回評議員会の招集の

決定

原案承認

平成 28年 5月 22日 第 1号議題 評議員会に提案する理事・監事・評議員

の候補者について
原案承認

平成 28年 5月 22日 第 1 号議題 代表理事（理事長）、副理事長及び業務

執行理事（常務理事）の選定
原案承認

平成 29年 2月 7日
（書面による）

第 1号議題 平成 28年度第 2回評議員会の招集の
決定

原案承認

平成 29年 3月 12日 第 1号議題 平成 28年度収支補正算の決議
第 2号議題 平成 29年度事業計画、収支算の決議
第 3 号議題 平成 29 年度高梁市成羽美術館管理運営

年度定書について

第 4号議題 役職員の報酬、給与及び旅費支給規程の

改定について

原案承認

（２）評議員会

開催年月日 議事事項 会議の結果

平成 28年 5月 22日 第 1 号議題 平成 27 年度事業報告書、貸借対照表、
正味財産増減計算書及び財産目録の

承認について

第 2号議題 理事・監事・評議員の選任について

原案承認

平成 29年 3月 12日 第 1号議題 平成 28年度収支補正算の承認に
ついて

第 2 号議題 平成 29 年度事業計画・収支算の承認
について

第 3 号議題 平成 29 年度高梁市成羽美術館管理運営
年度定書について

第 4号議題 役職員の報酬、給与及び旅費支給規程の

改定について

原案承認

４．主務官等の認定・許可・認可及び承認に関する事項

（１）申請報告書等に関する事項

提出年月日 事 項 提出先

平成 28年 6月 23日 平成 27年度事業報告書 岡山県知事

平成 29年 3月 29日 平成 29年度事業計画書 岡山県知事

（２）許可・認可及び承認に関する事項

認定・許可・認可及び承認年月日 事 項 備 考

なし



５．入館者、収入等（平成 28年 4月 1日～平成 29年 3月 31日）
月 入館者（人） 入館料（円） 開館日（日） 総利用者（人）

４月 1,385 789,260 22 1,457
５月 2,664 1,539,900 26 2,747
６月 2,499 1,354,580 23 2,558
７月 793 192,000 20 876
８月 969 243,000 24 1,034
９月 3,988 3,003,860 18 4,036

１０月 5,531 3,531,920 26 5,588
１１月 8,906 5,992,380 24 8,974
１２月 197 57,940 21 254
１月 532 76,100 23 568
２月 440 94,200 24 500
３月 541 117,000 27 593
計 28,445 16,992,140 278 29,185

月 ショップ売上（円） 喫茶売上（円）
展示室等使用料

（円）

美術資料等利用料

（円）
雑入（円）

４月 414,013 64,250 0 0 0
５月 740,813 217,400 0 0 0
６月 740,155 197,900 0 4,000 0
７月 185,248 81,600 0 2,000 0
８月 203,306 95,250 0 0 0
９月 2,545,451 205,400 0 1,000 0

１０月 3,584,157 265,550 0 4,000 0
１１月 5,760,591 394,250 0 0 0
１２月 47,995 24,000 0 0 0
１月 27,763 24,500 0 0 0
２月 60,514 43,100 0 0 150
３月 59,685 49,150 0 0 0
計 14,369,691 1,662,350 0 11,000 150



   




   
   

   
   
   
   
   

   
   

   
   

   
   
   

   
   
   

   

   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   











   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

   
   


   

   

   
   
   

   
   


   
   

   
   

   
   

   
   
   
   





      



          
   

          
    
   
   
   

          
     

          
     

          
   
    

          
   
   

          


   
    
      
   
    
    
   
      
      
     
        
    
       
     
  
      
    
    
   
     
   
   

         


  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  

  
          
          


  

  
          
     
          
          
          


          
   

          
    

          
    

          
          
          
          









  




   



   
   
   
   

   



   
   
   


   
   
   
   

   
   
   

   



   
   

   


   

   
   



   
   
   

   
   

   
   


   

   
   

   
   














    

    










  
 

   
   

 
   

 
 

    

   
  
  

 
 

  
 


  

 
 

 
 


  

 


  
 

 



    
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 
   

 
 
 

 


    



 






























 

   

    

    

    



    

    

    

    

    

    

   








































 













    

    

    



    

    

    

    

    

    

   





   

   

   







 



 

 


































  









 



























 





 






